
専門医申請のＷＥＢ申請・ 
 

申請書作成の手引き 
 

平成23年1月1日 

社団法人 日本循環器学会 



1.はじめに 

（1） 前提条件 
 このシステムには以下のような環境で動作を確認しています。 
  OS: WindowsXP            ブラウザ IE6.0 SP2  
  OS: WindowsVista          ブラウザ IE7.0     
  OS: MacOS X（Classic環境）    ブラウザ IE5.1 
  OS: MacOS X 10.4         ブラウザ Safari3.1 
 ※ブラウザのリビジョンはいずれも最新のものとします。 

（2）受験資格 
 ① 申請年度の4月1日現在、内科系は認定内科医または総合内科専門医 
   （米国内科学会フェローを含む）、外科系は外科学会認定医、外科学会認定登録 
        医または外科専門医、小児科系は小児科専門医であること。 
 ② 本学会会員であり、かつ通算して6年以上の会員歴を有すること（申請年度の 
    4月1日時点で会員歴6年目であればよい）。 
 ③ 医師免許取得後、専門医試験日前日をもって満6年またはそれ以上の臨床研修 
    歴を有すること（2003年度以前（2003年度を含む）に医師免許を取得した方は2年 
    間のスーパーローテーションの期間を含む）。 
      6年のうち3年以上は本学会指定の研修施設で研修していること。2004年度以降 
       に医師免許を取得したものは、内科系は認定内科医、外科系は外科専門医、 
       小児科系は小児科専門医資格取得後、専門医試験日前日をもって満3年以上本 
       学会指定の研修施設で研修していること。（研修関連施設での研修期間は研修 
       施設の1/2として計算する） 
 ④ AHA BLS ヘルスケアプロバイダーコースを受講修了後、AHA ACLSプロバイダー 
     コースを受講し（※1）、2011年4月1日現在有効な認定を受けていること。 
       AHA ACLSインストラクターコースも同等資格として認める。また小児科系に限り 
   AHA PALSコースも同等資格として認める。 
 ⑤ 審査料20,000円および2011年度の年会費を2011年6月末までに完納していること 
       （審査料の払込用紙は4月中旬、年会費の払込用紙は4月下旬に送付します）。 
 ⑥ 喫煙が心血管病の危険因子であることを認識し、自ら禁煙し且つ禁煙の啓発に 
       努めること。 
 ⑦ 試験の合格後、専門医名簿への公開に同意すること。  
 
※１ 対象コースはJCS（日本循環器学会）、JAA(日本ACLS協会)、JSISH（日本医療 
       教授システム学会）福井県済生会病院ITC-横浜トレーニングセンター（横浜ACLS） 
   その他海外団体主催でも「AHA ACLSプロバイダーコース」であればよい。 
   なお、AHAACLSプロバイダーコース受講の際には、AHA BLS ヘルスケアプロバイ 
   ダーコースの修了が必要となります。AHA ACLS プロバイダーコースおよび 
   AHA BLSヘルスケアプロバイダーコースの開催日程は、本学会ホームページ 
   http://www.jcirc.or.jp/information/acls /acls.htm を確認してください。  



3 

（3）申請の際に必要となる情報 

 システム登録の際、以下の情報が必要となります。 

・会員番号 

※PWは、システム上で新規に発行します。 

・医籍情報 

 医籍番号、医籍登録年月日 

※医籍情報は一度登録すると変更できませんのでご注意下さい。 

・基本領域資格 

基本領域の資格名、基本領域資格の認定番号、基本領域資格の初回認定年月日、 

現在の認定期間 

・受講認定資格 

AHA各コースの受講認定資格、現在の認定期間 

・所属履歴 

医籍登録日から、現在の月までの所属期間、施設名、施設区分（研修・関連施設）、 

所属部科、業務内容、履歴責任者（役職名、会員番号） 

・受持患者・診療実績情報（研修記録） 

入退院年月日、受持開始・終了年月日を始めとする、入院患者の診断内容や診療実績、
手術記録に関わる情報 

・カリキュラムチェック表責任者 

研修した最後の研修・関連施設の所属先名、責任者の役職名、会員番号 

 

 

（４）2004年4月1日以降の医師免許取得者への注意事項 

・2004年4月1日以降の医師免許取得者は、基本領域の認定年月日から、研修施設、 

研修関連施設での臨床研修歴の合計が3年以上であることの確認が必要です。 

※この場合、6年以上の臨床研修歴については免除されます。 
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2. 専門医認定申請の流れ 

＜ログイン（初回：パスワード発行）＞  
                  「発行」をクリックしてパスワードを発行       ⇒P 5～Ｐ 6 

＜メニュー選択＞ メニュー画面から「専門医認定申請」を選択          ⇒P 7 

＜各申請項目の登録＞ 申請メイン画面より各申請項目を全て登録      ⇒P 9～P 27 

＜医籍・基本領域の登録＞  
医籍・基本領域登録画面より医籍年月日、基本領域資格情報を入力      ⇒P 8  

＜郵送＞ 日本循環器学会事務局に郵送 

＜申請書の印刷＞ 各種「審査申請書」を印刷し、必要箇所に捺印を受領   ⇒P 28 

専門医申請システムにおける専門医申請の主な手順は、以下の通りとなっており
ます。詳細については各頁をご確認ください。 

＜申請者情報登録＞申請者に関する情報を登録              ⇒P 11 

＜履歴登録＞医師免許取得後の所属履歴を登録             ⇒P 12～P 18  

＜受持入院患者＞研修・関連施設での診療実績や手術記録を登録  ⇒P 19～P 25  

＜受持入院患者＞受持入院患者に関する診療実績を登録        ⇒P 26 

＜カリキュラムチェック表責任者＞責任者を登録します。         ⇒P 27 

＜申請完了の確認＞ 郵送する前の事前確認としてチェックを実施します。  ⇒P 30～P 31 

＜申請完了＞ 「申請完了」をクリックし、申請処理を終了します。        ⇒P 32 
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＜図1－ログイン画面＞ 

１. パスワードの発行 

1. 

【循環器学会専門医システムにログインするためのパスワードを発行します。】 

 

＜手順＞ 

1. 「発行」をクリックし、パスワード発行画面に遷移します。 （詳細⇒ 図1）   
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【循環器学会専門医システムにログインするためのパスワードを発行します。】 

＜手順＞ 
2. 会員番号を入力します。 
3． 氏名を入力します。 
4. 生年月日を西暦で選択します。 
5. 登録したいパスワードを半角英数字10桁までで入力します。 
6.  5.で入力したパスワードを、確認のため再度入力します。 
7. 上記項目の入力完了後「発行」をクリックすると、パスワードが発行され、申請 

  メニュー画面が表示されます。（詳細⇒ 図3） 

※発行できない場合は日本循環器学会事務局までご連絡ください 

2. 
3. 
4. 

5. 
6. 

7. 

＜図2－パスワード発行画面＞ 

※メニュー画面へ戻ります。 

１. パスワードの発行 
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＜図3－申請メニュー画面＞ 

2. メニュー選択 

【申請メニュー画面から専門医を申請するためのシステムを選択します。】 

＜手順＞ 
8. 「専門医認定申請」をクリックし、医籍・基本領域資格登録画面へ遷移します。  

  （詳細⇒ 図4）  

 

※ 医籍・基本領域資格登録画面で必要項目を1度登録すると、次回以降は申請メイン 

   画面へ遷移します （詳細⇒ 図5）。登録後に、医籍・基本領域資格登録画面での情 

   報を修正したい場合は、申請メイン画面上の「医籍・基本領域資格変更」 （詳細⇒  

   図5の19.）をクリックして下さい。 

8. 

※ログイン画面へ戻ります。 
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3. 医籍・基本領域資格の登録 

【医籍・基本領域資格の情報を入力します。】 

＜手順＞ 
9. 医籍情報の登録 
  「医籍番号」と「医籍登録年月日」を入力します。 
※ 医籍情報は、一度登録すると変更できません。   

10. 基本領域資格の登録 
  「基本領域資格」、「専門医領域」を選択し、「認定番号」を入力します。 
  基本領域資格の「初回認定年月日」と「現在の認定期間」を選択します。 
 ※ 2004年4月以降の医籍登録者は、基本領域資格取得後、研修・研修関連施設での
臨床歴が満3年以上であることが必要です。 

11. 受講認定資格 
  「受講認定資格」を選択し、「現在の認定期間」を選択します。  

12.上記項目の入力完了後、「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、  

  申請メイン画面へ遷移します。（詳細⇒ 図5）  

＜図4－医籍・基本領域資格登録 画面＞ 

11. 

12. 

9. 

10. 

※申請メニュー画
面へ戻ります。 
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4. 各申請項目の登録 

※申請メニュー画面へ戻ります。 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

18. 

19. 

※登録が途中の場合は「登録中」、何も登録されていない場合は「未登録」が表示されます。 

※登録が完了すると 

  「登録済み」が表示されます。 

※申請取消を行います。 

＜図5－申請メイン 画面＞ 
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【申請メイン画面より、専門医の申請に必要な情報を各項目ごとに入力します。】 
 
＜手順＞ 
13. 申請者情報の登録 
   「申請者情報登録」をクリックし、申請者に関する情報を登録します。 
  会員番号、生年月日、メールアドレス、自宅住所、所属先住所、最終学歴、卒業年 
  月日、受験会場などに関する情報を登録します。（詳細⇒図6） 

14. 履歴の登録 
  「履歴登録」をクリックし、医師免許取得以降の所属経歴を登録します。   
  施設への所属期間や、施設名、所属部科名、履歴の責任者などに関する情報を登 
  録します。（詳細⇒図7～11） 
※ 2004年4月1日以降の医師免許取得者の場合は、基本領域の認定年月日から、 
  研修施設、研修関連施設での臨床研修歴の合計が3年以上であることの確認が 
  必要です。この場合、6年以上の臨床研修歴については免除されます。 

15. 受持入院患者（No,1～No,10）の登録  
  「受持入院患者登録」をクリックし、研修施設、研修関連施設での診療実績や研修記 
  録を10件分登録します。   
  受持入院患者に関する情報（病院名、入院年月日、現病歴など）や手術所見、剖 
  検記録などの情報を詳細に登録します。（詳細⇒図12～17）  

16. 受持入院患者（No,11～No,30）の登録 
  「受持入院患者登録」をクリックし、診療実績を20件分登録します。 
  受持入院患者に関する診療実績（病院名、入院年月日、診断内容など）を登録しま 
  す。（詳細⇒ 図18）  

17. 専門医研修カリキュラムの責任者の登録 
  「カリキュラムチェック表責任者登録」をクリックし、責任者を登録します。   
  申請者が研修した最後の研修・研修関連施設の責任者に関する情報（所属先名、 

  役職名、会員番号など）を登録します。 （詳細⇒ 図19）  

18. 申請書類の印刷 
  専門医認定申請書、受持入院患者一覧表、診療実績表、在籍証明書、カリキュラ 
  ムチェック表などを出力します。（詳細⇒ 図20）  

19. 医籍・基本領域資格変更 
  予め登録した、医籍・基本領域資格情報を変更したい場合は、「医籍・基本領域 
  資格変更」をクリックして、変更を行います。 
※ 医籍情報の変更はできません。   

4. 各申請項目の登録 
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5. 申請メイン画面＞申請者情報登録 

【申請者情報を登録します。】 

＜手順＞ 
20. メールアドレスを登録します。 

21.  最終学歴の学校名と卒業年月日を選択し、卒業または修了を選択します。 

22. 希望する受験会場を選択します。 

23. 同意確認項目に同意して、チェックを入れます。 

24. 上記項目の入力完了後、「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、  

   申請メイン画面へ戻ります。（詳細⇒ 図5）  

20. 

21. 

22. 

23. 

24. 

※申請メイン画面へ戻ります。 

※登録情報を一時保
存して申請メイン画面
に戻ります。 

＜図6－申請者情報登録 画面＞ 
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6. 申請メイン画面＞経歴登録 

【所属履歴を登録します。】 

＜手順＞ 

25. 「所属履歴登録」をクリックすると、施設検索画面に遷移します。（詳細⇒ 図8） 

 

25. 

※申請メイン画面へ戻ります。 

※登録情報を一時保
存して申請メイン画面
に戻ります。 

＜図7－所属履歴登録 画面＞ 
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7. 申請メイン画面＞経歴登録＞所属履歴登録 

＜図8－施設検索 画面＞ 

26. 

27. 28. 

30-a. 

※所属履歴登録画面へ戻ります。 

29. 
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【施設の検索を行います。】 

＜手順＞ 
26. 検索条件として、施設の所属期間を選択し、都道府県、施設名称を入力します。 
※ 2004年4月1日以降の医師免許取得者の場合は、基本領域で登録した認定年月日 
  から、研修施設、研修関連施設の合計が3年以上であることの確認が必要です。6年 
  以上の臨床歴は免除されます。 

27. 「施設検索」をクリックすると施設名や住所が表示されます。 

28. 所属施設を選択し、クリックします。 

29. 上記項目の入力完了後、「選択」をクリックすると、選択された病院が所属履歴登 

   録画面へ反映されます。（詳細⇒ 図7）  

30-a. 施設が見つからない場合は、施設が見つからない場合⇒をクリックすると、施 
        設情報手入力画面に遷移します。（詳細⇒ 図9）  

 

7. 申請メイン画面＞経歴登録＞所属履歴登録 
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＜図9－施設情報手入力 画面＞ 

【所属履歴登録画面→「所属履歴登録」→「施設検索画面」→「施設が見つからない場
合」：施設検索画面にて該当施設が検索できなかった場合、施設情報を手入力しま
す。】 

＜手順＞  
30-b. 現在の施設の名称とフリガナを入力して下さい。 

30-ｃ. 施設の住所を都道府県から選択して下さい。 

30-ｄ. 「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、所属履歴登録画面に戻り 
    ます。 （詳細⇒ 図7）  

8. 申請メイン画面＞経歴登録＞所属履歴登録＞施設が見つからない場合 

30-b. 

30-c. 

30-d. 

「戻る」をクリックすると施設検索画面に戻ります。 
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9． 申請メイン画面＞経歴登録 

31-a. 

32. 

33. 

34. 35. 

※申請メイン画面
へ戻ります。 

※登録情報を一時保
存して申請メイン画面
に戻ります。 

※JavaScriptがonになっている場合は自動で、
JavaScriptがoffになっている場合は、「計算」ボタン
をクリックすると臨床歴通算が算出されます。 

※登録情報が削除されます。 

＜図10－所属履歴登録 画面＞ 
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【所属歴がある各施設での所属部科名・業務内容、履歴責任者を登録します。】  

＜手順＞ 
31-a. 傷病・出産等による一時的空白期間がある場合は、「その他を登録」をクリックし、 

     一時的空白期間登録画面に遷移します。最終学歴の学校名と卒業年月日を入 
    力し、卒業または修了を選択します。（詳細⇒ 図11）  

32. 各施設での所属部科を入力し、業務内容を選択します。 

33. 研修を行った主たる研修施設（※）の責任者を登録します。責任者所属先名を選択 

   し、役職名を記入します。 

※ 研修時に日本循環器学会指定の研修・研修関連施設であること。 

34. 責任者の会員番号を入力し「検索」をクリックすると、責任者氏名が表示されます。 

35. 上記項目の入力完了後、「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、  
   申請メイン画面へ戻ります。（詳細⇒ 図5）  

9． 申請メイン画面＞経歴登録 
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10. 申請メイン画面＞経歴登録＞その他を登録 

【履歴での一時的空白期間を登録します。】  

＜手順＞ 

31-b. 一時的空白期間を選択し、その理由を入力します。 

31-c. 「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、所属履歴登録画面へ戻り 
     ます。 （詳細⇒ 図10）  

 

31-b. 

31-c. 
※所属履歴登録画面へ戻ります。 

＜図11－履歴登録 画面＞ 
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11. 申請メイン画面＞受持入院患者登録 

＜図12－受持患者一覧 画面＞ 

【研修記録の登録を行います。】  

＜手順＞ 

36. 「未登録」ボタンをクリックし、研修記録登録画面へ遷移します。 （詳細⇒ 図13） 

※ 研修・関連施設での研修記録を登録します。 

36. 
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12. 申請メイン画面＞受持入院患者登録＞未登録 

40. 

※申請メイン画面へ戻ります。 

※入力した登録情報
をクリアします。 

37. 

38. 

39. 

＜図13－研修記録登録 画面＞ 

※登録情報を一時保
存して申請メイン画面
に戻ります。 
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【研修記録の登録を行います。】  

＜手順＞ 
37. 入院患者に関する情報を入力していきます。 病院名、入院年月日、退院年月日、 
   受持開始日、受持終了日、年齢、性別、転帰、診断内容を登録します。 
※  2004年4月1日以降の医師免許取得者の場合、受持開始年月日は基本領域の初 
   回認定年月日以降の年月日を設定して下さい。 

38. 10疾患チェックを行います。受持患者に当てはまる疾患にチェックを入れてください。 

39. 入院患者に関する情報をさらに詳細な項目ごとに入力していきます。 
   主訴、既往歴、家族歴、嗜好・生活歴、現病歴、入院時現症、検査成績、入院後経 
   過、退院時処方、考察、文献を入力します。 
※  主治医は自動で申請者の名前が表示されます。備考があれば、備考欄に記入で 
   きます。 
※  項目に記載事項がない場合は、「特記事項なし」と記入して下さい。 

40. 「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、受持患者一覧画面へ戻りま 
   す。（詳細⇒ 図14）  

 

12. 申請メイン画面＞受持入院患者登録＞未登録 
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13. 申請メイン画面＞受持入院患者登録 

【登録した研修記録時の手術所見（内科または外科）や剖検記録を登録します。 】  

＜手順＞ 
41. 「未登録」をクリックして、手術所見（内科または外科）、剖検記録登録画面へ遷移し 
   ます。（詳細⇒内科：図15  外科：図16  剖検記録：図17） 

※申請メイン画面へ戻ります。 

41. 

～
 

※登録完了すると「完了」、一時
登録中の場合、「登録中」が表
示されます。 

※登録完了すると「完了」
が表示されます。 

＜図14－受持患者一覧 画面＞ 
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14. 申請メイン画面＞受持入院患者登録＞未登録（手術所見：内科） 

③. 

【手術所見（内科）の登録を行います。】  

＜手順＞ 
①. 研修記録として登録した入院患者の手術施行日を入力します。 

②. 手術所見に関する各項目（術式、手術所見、術後経過、内科側からみた考察）を入 
   力していきます。 

※  項目に記載事項がない場合は、「特記事項なし」と記入して下さい。 

③.  上記項目の入力完了後、「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、  
   受持患者一覧画面へ戻ります。（詳細⇒ 図14）  

※受持患者一覧画面へ戻ります。 

※登録情報を一時保
存して申請メイン画面
に戻ります。 

※入力した登録情報
をクリアします。 

①. 

②. 

＜図15－手術所見（内科） 画面＞ 
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【手術所見（外科）の登録を行います。】 

＜手順＞ 
①. 研修記録として登録した入院患者の手術施行日を入力します。 

②. 手術所見に関する各項目（手術の適応、手術術式・手術所見、術後経過、術  
   式等に関する考察）を入力していきます。 
※  項目に記載事項がない場合は、「特記事項なし」と記入して下さい。 

③  「参照」をクリックし、添付する画像を選択して「添付」ボタンで添付します・ 

④.  「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、受持患者一覧画面へ戻りま 
   す。（詳細⇒ 図14）  

15. 申請メイン画面＞受持入院患者登録＞未登録（手術所見：外科） 

①. 

②. 

③. 

④. 

※受持患者一覧
画面へ戻ります。 

※登録情報を一時保
存して申請メイン画面
に戻ります。 

※入力した登録情報
をクリアします。 

＜図16－手術所見（外科） 画面＞ 
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16. 申請メイン画面＞受持入院患者登録＞未登録（剖検記録） 

【剖検記録の登録を行います。】 

＜手順＞ 
①. 研修記録として登録した入院患者の剖検年月日、臨床診断名、剖検診断名を入力   
   します。 
②. 剖検報告書の主治医を選択します。 
※ 主治医が本人以外の場合は、別途「剖検の担当医に関する証明証」が必要となりま 
   す。（P24の50.にて出力） 
③. 剖検記録に関する各項目（剖検所見、考察）を入力します。 
※  項目に記載事項がない場合は、「特記事項なし」と記入して下さい。 
④.  「参照」をクリックし、添付する剖検報告書選択して「添付」ボタンで剖検報告書のコ 
   ピーを添付します。 
⑤. 「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、受持患者一覧画面へ戻りま 
   す。（詳細⇒ 図14）  

①. 

④. 
⑤. 

※受持患者一覧
画面へ戻ります。 

※登録情報を一時保
存して申請メイン画面
に戻ります。 

※入力した登録情報
をクリアします。 

②. 
③. 

＜図17－剖検記録登録 画面＞ 
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【受持入院患者履歴を登録します。】 

＜手順＞ 
42.  No11～No,30の受持入院患者の各項目（病院名、入院年月日、退院年月日、受 
   持期間、年齢/性別、転帰、診断）を選択または入力します。 

43. 枠内に該当のNo,11～30を入力することができます。 
※ 複数入力する場合はカンマで区切ります。 

44. 「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、申請メイン画面へ戻ります。 
   （詳細⇒ 図5）  

17. 申請メイン画面＞受持入院患者登録 

～
 

42. 

44. 

44. 
※受持患者一覧画
面へ戻ります。 

※登録情報を一時保
存して申請メイン画
面に戻ります。 

43. 

＜図18－受持入院患者一覧 画面＞ 
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＜図19－カリキュラムチェック表責任者 画面＞ 

【カリキュラムチェック表の責任者を登録します。】 

＜手順＞ 
45. 責任者所属先名を選択し、役職名を入力します。 

46. 責任者の会員番号を入力し、「検索」ボタンをクリックします。責任者氏名欄に名前 
   が表示されるので、間違いがないか確認します。 

47. 「登録」をクリックすると、入力された情報を登録して、申請メイン画面へ戻ります。 
   （詳細⇒ 図5）  

18. 申請メイン画面＞カリキュラム表責任者登録 

45. 

46. 

47. 
※申請メイン画面へ戻ります。 
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19. 申請メイン画面＞申請書類印刷 

＜図20－申請書類印刷メニュー 画面＞ 

53. 

48. 

51. 

50. 

49. 

52. 

※申請メイン画面へ戻ります。 
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【各申請書類を印刷して、事務局宛に郵送します。】 

＜手順＞ 
48. 「審査申請書出力」をクリックし、審査申請書を出力します。 
   “書類提出時事前チェック表”、“循環器専門医資格認定審査申請書No1,～No,３” 
   が出力されます。 

49. 「受持入院患者一覧表出力」をクリックし、受持入院患者一覧表を出力します。 
   “診療実績表（A）・受持入院患者一覧表（1-10）、（11-20）、（21-30）”が出力されま 
   す。 

50. 「診療実績表出力」をクリックし、診療実績表（研修記録・手術所見・外科手術記録・   
   剖検記録）を出力します。 
   受持入院患者No,1～No,30までの“診療実績表（Ｂ）・研修記録”が出力されます。 
   また、添付資料としては 
   内科の場合⇒“診療実績表（Ｃ）・手術所見（内科） 
   外科の場合⇒“診療実績表（Ｄ）・手術記録（外科） 
   剖検記録の場合⇒“診療実績表（E）・剖検記録 
   が出力されます。 

※ 剖検報告書の主治医欄が本人以外の場合、別途「剖検の担当医に関する証明書」 
   が出力されます。 

51. 「在籍証明書出力」をクリックし、研修（研修関連）在籍証明書を出力します。 
   “在籍証明証”が出力されます。 

52. 「カリキュラムチェック表出力」をクリックし、循環器専門医研修カリキュラムチェック 
   表を出力します。 
   “循環器専門医研修カリキュラムチェック表”が出力されます。 

53. 各書類の必要ヵ所への捺印や、コピーが必要な書類を確認し、48.で出力される、 
   「書類提出時事前チェック表」で確認した後、事務局宛に郵送します。 
※  書類郵送先 
    〒604-8172 
   京都市中京区場之町599番地CUBE OIKE 8Ｆ 
   日本循環器学会 専門医制度委員会 

19. 申請メイン画面＞申請書類印刷 
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20. 申請完了の確認 

＜図21－申請メイン 画面＞ 

【全ての項目を登録完了し、各申請書類を印刷後、書類チェックを行います。】 

＜手順＞ 
54. 全ての項目の登録が終了すると、申請メイン画面上の「申請完了（書類チェック）」 
   ボタンがオレンジ色になり、クリックできるようになります。各項目を登録し、各申請 
   書類印刷後に、「申請完了（書類チェック）」をクリックし、申請完了確認（書類チェッ 
   ク）画面に遷移します。（詳細⇒ 図22） 

54. 
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21. 申請完了の確認 

＜図22－申請完了確認（書類チェック） 画面＞ 

【全ての項目を登録完了し、各申請書類を印刷後、書類チェックを行います。 】 

＜手順＞ 
55. 各項目ごとに確認事項のチェックを実施して下さい。 

56. 「申請完了」をクリックすると、申請手続きが完了し、申請完了画面に遷移します。   
   （詳細⇒ 図23） 

55. 

56. 

※申請メイン画面へ戻ります。 
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22. 申請終了 

＜図23－申請完了 画面＞ 

【申請完了を確認します。】 

以上で、申請手続きは終了です。 

申請完了後は、申請完了メールが、登録したメールアドレス宛に届きますので確認し
て下さい。 

※登録情報の閲覧画面へ遷移します。 


